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論 文 内 容 の 要 旨

われわれは教室創製の静脈内注入可能な脂質乳剤を使用 して生体内における脂質の中間代謝過程を逐次

究明し, その結果, 静脈内- 注入された脂質の微粒子はまず全身の網内系細胞群によって摂取されて, そ

れら細胞内で 1次的処理をうけたのち, Phospholipid の型で血流を介 して全身の実質臓器内へ移行 し, そ
∫

こで初めて 2 次的処理をうけることが光学顕微鏡的にほぼ明らかにされた｡

本研究ではこのような光学顕微鏡的見解が, はたして妥当であるか否かを肝臓を対象として, 高度の分

解能をもつ電子顕微鏡をもって詳細に検討 し, 特に網内系細胞内に摂取された脂質の処理される過程を形

態学的に追究 した｡ すなわち, a) 血中へ注入 した G lyceride 微粒子が網内系細胞によって摂取される機

序 b) 摂取された G lyceride 微粒子のそれら細胞内における変化および C) その際, それらの細胞内に

おける小器関の示す態度について電子顕微鏡的に観察 した｡ その結果として次の結論に達 した｡

1) 脈管内へ注入された G lyceride 微粒子は既に注入 5 分後で肝静脈洞内皮細胞によって多数摂取さ

れ, 時間の経過とともにその程度はますます顕著となる｡

2) 肝静脈洞内皮細胞群によって摂取された G lyceride の微粗子は, はじめ洞内皮細胞の細胞膜に由

来する Encircling m em brane によって囲まれているが, それもやがて消失 し, 摂取された脂質は完全に

内皮細胞の実質内に遊離される｡

3) Encircling m em brane が不完全な構造を示すころになると, それら内皮細胞中の M itochondria は

その数を増 し, かつ脂質滴の周辺に集積 して, しばしば脂質滴と機能的に接触するようになる｡ この際

M itochondria の C rista は脂質滴に垂直になるような配列様式をとると同時に, 脂質滴と接触 した部分の

M itochondria の外膜も不明瞭となり, かくして M itochondria の作用下に, 脂質滴の形状は不規則かつ不

鮮明となって, やがて静脈洞内皮細胞内から完全に消失する｡

4) そのころになると, 肝臓のいわゆる D isse 氏胆に α-Lipoprotein の形成にあずかる脂質粒子の大

きさに相当する 300Å 前後の脂質の微粒子が多数出現 し肝実質細胞内へ次第に移行する｡
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5) 要するに, 教室の先人が組織化学的ならびに生化学的に見出した脈管内注入 G lyceride の処理過

程についての見解が妥当であることを電子顕微鏡的に裏付け得たもので, すなわち, 脈管内- 流入 した

G lyceride は肝臓においてはまずその静脈洞内皮細胞によって摂取され, それら細胞内で M itochondria の

作用下に Phospholipid に変化 した後, α-Lipoprotein の型で流血を介 して肝実質細胞内- 移行 し, その後

の処理過程をラけていることを明らかにすることができた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は教室創製の脂質乳剤を使用 して生体内における脂質の代謝過程を討究 した｡ 従来は光学顕微鏡下

に検査されていたものを, この研究では高度の分解能を持つ電子顕微鏡をもって, 肝組織を対象として,

特に網内系細胞内に摂取された脂質の処理過程すなわち①血中へ注入された G lyceride 微粒子が網内系に

細胞によって摂取される機序 ②その後のこれら摂取を受けた微粒子の細胞内における変化 ③その際に
ヽ

細胞内の特に M itochondria の態度を形態学的に追及 した0

その結果として, 脈管内- 流入 した G lyceride は, 肝ではまず静脈洞内皮細胞で摂取され, それらの細

胞内で M itochondria の作用下に Phospholipid に変化 した後に α-Lipoprotein の型で流血を介 して肝実

質内へ移行 して, その後の処理過程をうけていることを明かにした｡

この研究は体内における脂質代謝過程の研究に貢献するところ大なるものがある｡ したがって, 本論文

は医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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